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三つめに分類される団体の寺院は概して日本風である。
写真 5（上）は日本山妙法寺デリー道場、写真 6（下）は日月山法輪寺。
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年には、『法華経』が説かれた場所として藤井が重視したビハール州ラージギル

の道場、仏舎利塔の建設に着手した。1956 年、仏滅後 2500 年を祝う祭典を

インド政府が主催し、藤井が招待された。そこで初代首相ジャワーハルラール・

ネールーと会談、仏教復興の構想を伝え、支援の約束をとりつけた。ネールー

を委員長とし、当時の大蔵大臣、ビハール州首相、駐日大使、藤井が委員となっ

たラージギル復興委員会が発足した。当初はビハール政府が仏舎利塔を建設す

る予定であったが、飢饉の発生により不可能になり、藤井は日本山の弟子を総

動員して建設を進める決意をした。紆余曲折を経て 1969 年にラージギルの仏

舎利塔は完成し、日本山のインドでの活動は軌道に乗る。

　日本山は「布教」といってもインド人を他宗教から仏教に改宗させることは

目的としていない。むしろアンベードカルの仏教やヒンドゥーからの改宗を主

とする現代インドの新仏教徒、さらにそれを支援する日本人宗教者の活動に否

定的である。藤井は1983年10月末、ラージギル道場にて「日本山はインドに

おいて新仏教徒を絶縁しました」と宣言した(『天鼓』2006年12月号45頁)23)。

藤井の言葉そのものを聖典とする弟子たちが24)、アンベードカルに追随する

「仏教復興」を支持するはずがない25)。インド人の日本山出家者や信者もいな

いわけではないが、その数を増やすことが目的ではない。

　山折哲雄によれば、藤井は、「官僚主義的な教団布教によっては現地人の心を

とらえることもその救済を果たすこともできないのであって、ただ無私無欲の

祈念と礼拝の修行によって撃鼓唱題することのなかに、おのずから仏法の興隆

が可能になる」と考えていたという。そして、「最低水準ぎりぎりの衣食住の生

活のなかで、一人自立的な行乞をつらぬくことにこそ仏法を行ずることの原点

があるとの確信をもっていた」（山折 1973：7-8）。

　デリー道場の堀内庵主と北尾庵主は、筆者との会話のなかで、日本山には「本

部」や「支部」という考え方はないと述べた。藤井の教えを学び修行を積めば、

究極的には「道場」に建物は必要なく、一人でもどこででも、団扇太鼓を持っ

て題目を唱え、布教活動ができる。（第 1 節で扱った佐々井のナーグプル到着

後の活動は、日本山の布教様式そのものであるようにもみえる。）日本山の共通

の規則は、朝晩の勤行は欠かさず行い、12 月 1 日から 1 週間の断食を行うこ

とである。両庵主によると、藤井は行脚を非常に重視していた。撃鼓唱題して
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歩き回り、題目の響きを森羅万象のすみずみに届けることによって平和をもた

らすのだと、本気で信じていた。釈迦の慈悲が閉じ込められている題目は、そ

れだけで世を救うことのできる力をもつ「お薬」である、と。

　日本山にとって教団や建物は重要ではないが、仏舎利塔（平和記念塔）の建

設には精力的にとりくんでいる。現在までにインドでは次の 8 つの場所に仏舎

利塔が建てられた（括弧内の年は落慶法要が行われた年を表す）。：ラージギル

（1969 年）、カリンガ（オリッサ州、1972 年）、ラダック（ジャンムー・カシミー

ル州、1991 年）26)、ダージリン（西ベンガル州、1992 年）、ワルダー（1993 年）、

ヴァイシャーリー（ビハール州、1996 年）、ニューデリー（2007 年）、サンカ

ランコーヴィル（タミル・ナードゥ州、建設中）。ビハール州の州都パトナーの

駅前の公園内に立つストゥーパは、州政府により 2010 年に建設されたが、ス

リランカ、タイ、ミャンマー、韓国からの代表に混じり、日本の代表として仏

舎利を提供したのは日本山であった（『天鼓』2010 年 7・8 月号 58 頁）。塔は

ないが、前述のようにコルカタやムンバイには古くから道場があり、少なくと

もマドゥライ（タミル・ナードゥ州）、マナーリー（ヒマーチャル・プラデーシュ

州）、アヨーディヤー（ウッタル・プラデーシュ州）で日本山の上人が活動して

いる。

　82 歳の堀内庵主は、長年藤井から直々に教えを受け取った。「デリーとイン

ドを目覚めさせ世界平和を実現させるために、太鼓を叩き題目を唱え続けよ」

という藤井の指示に従い、藤井の死後、彼の悲願であったデリーの仏舎利塔建

立に力を尽くした。1985 年に誓願を立ててから 20 年間、一日も休まず、ニュー

デリー市内の寄宿からヤムナー河畔のガーンディー廟まで撃鼓唱題しながら往

復した。彼女がインド国籍を取得したあと、2004 年に公団所有地を無償で与

えられ、政府直轄の開発公団 DDA（Delhi Development Authority）主導で仏

舎利塔の建設が行われた（『天鼓』2007 年 12 月号 73 頁）。混迷する大都市デ

リーで静かに祈る場所が欲しいと、塔の建設は州首相自身が希望したのだとい

う。現在、仏舎利塔の近くに「平和館」として原爆資料館と本堂を建設中である。

堀内庵主は、法が還るということは、仏法僧すなわち仏舎利塔、法華経を安置

する場所（本堂）、僧侶の 3 つがそろうことであり、デリーではそれが実現し

つつあると述べた。
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　サンカランコーヴィルの仏舎利塔は、レンガを一つ一つ積み上げながら長い

時間をかけて建設をすすめている。日本山の機関紙『天鼓』にはサンカランコー

ヴィル道場からの報告が定期的に掲載されている。地元の複数の学校が教育の

一環としてバスで学生を連れて来て建設の手助けをしている。毎年の広島・長

崎の日に原爆写真パネルを持って学校を訪ね、平和を祈り撃鼓唱題してきたが、

その学校の生徒たちが寺に来るようになったという（『天鼓』2014 年 2・3 月号）。

デリー道場でも、夕方に若いインド人の男の子 2 人が 2 年ほど前から通ってい

るのを確認した。彼らはヒンドゥー教徒であった。仏舎利塔で堀内・北尾両庵

主が勤行しているときに出会い、話をして以来の付き合いで、法要の手伝いに

も来ているという。

　『天鼓』で報告されているインドでの活動としては他に、平和行進がある。

2012 年 2 月から 3 月の 2 週間、ゴーラクプル（ウッタル・プラデーシュ州）

原発予定地からニューデリーのガーンディー廟まで約3百kmの平和行進を行っ

た。通し行者は 5 人だけであったが、村々をめぐり、学校、公共施設などで人

びとと交流した（『天鼓』2012 年 2・3 月号 57 頁）。2007 年 10 月には、約 1 ヶ

月間かけて、グワーリヤル（マディヤ・プラデーシュ州）からニューデリーのラー

ジガートまでを 2 万 5 千人（最終的には 1 万 5 千人）が土地の所有権を主張し

て行進した（『天鼓』2008 年 2・3 月号 50 頁）。

（2）仏教聖地における日本仏教の活動

　日本山妙法寺と同様に、インド人の改宗を積極的に後押しすることなしに「仏

教復興」を目指す仏教宗派や組織は、現在は閉鎖になったものも含め、サールナー

ト、ボードガヤー、クシーナガルに複数存在する。ただし、日本山は金銭を必

要とする貧困層への援助をしないのに対し、次に挙げる機関は教育・医療面で

の支援もしている。むしろ、支援が活動の中心である組織も多い。

　サールナートにある日月山法輪寺は、佐々木鳳定・妙定が創設した日蓮宗の

寺院である。彼らがインドを訪れたのは 1967 年で、『諫暁八幡鈔』の日蓮の言

葉を受けてインドに「お題目の道場」を建立しようと発願し、日本・インドの

各地で浄財募金を行った。日蓮宗の支援も受けながら、1992 年 11 月に本堂と

庫裡が完成、1997 年にはアジアで初の日蓮宗寺院として承認された。2003 年
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以降第 2 期工事がすすめられ、2010 年 11 月 25 日には仏舎利塔の落慶法要が

行われた。医療施設も現在までに完成したとのことである。鳳定は 2003 年に、

妙定は 2017 年 8 月に亡くなり、娘の妙實が寺を継いだ。現在は妙實とともに、

本堂完成当初から法輪寺に居住しているラダック出身の男性とその妻が寺院運

営を手伝っている。他に、親に預けられた 2 人の男の子が住んでおり、朝晩の

勤行をはじめ寺院の雑用を行う。

　寺院内の宿泊施設には日本人以外も泊まりに来る。朝晩の勤行に参加するな

ど規則はあるが、食事付きで布施の額に決まりはない。妙實は父鳳定の教えで

あるとして、「人種や宗派を超えた学びの場を提供したい」と述べた。彼女の考

える「仏教復興」は、インド人の仏教徒を増やすことではない。「仏教の教えを

少しずつ広めていき、人びとの心に平静を与えることができればと。日本は仏

教国として発展することができた。その恩をインドにお返ししたい。改宗とい

う形をとるのではなく、もっと精神的な教化をしたい。ヒンドゥーであれムス

リムであれ関係ない。」

　鳳定は日本山とも関係をもっていた。仏舎利塔の落慶法要には日本山の僧侶

も参詣し、写真が『天鼓』に掲載されている（『天鼓』2011 年 6 月号）。法輪

寺にも題目が書かれた大きな太鼓と団扇太鼓があり、朝晩の勤行での唱題の仕

方も日本山と同じである。妙實によれば、妙定は日本山の出家者のように太鼓

をもって行脚もしたという。法輪寺の仏壇には藤井日達の写真も飾られている。

鳳定、佐々井秀嶺、デリー道場の堀内庵主は日本山での修行仲間であった。日

本山は、インドで活動する日本人宗教者たちをつなぐ役割も果たしてきたよう

に思われる。鳳定が亡くなった際には、天台宗の堀澤祖門が『天鼓』に追悼文

をよせている（『天鼓』2003 年 4 月 52 頁）。佐々木、堀澤、佐々井はラージギ

ルの仏舎利塔建設の際にともに汗を流した。現在は、堀澤の弟子であるサンガ

ラトナが、法輪寺の理事を務めている。天台宗のサンガラトナと堀内は得度兄

弟である。サンガラトナはデリーに行くたびに日本山デリー道場を訪問してい

るという。

　サールナートには、後藤恵照が 1979 年に建立した「サールナート法輪精舎」

もあった。彼は曹洞宗の出身であるが、1978 年にベンガル仏教会にて再得度し、

インド国籍であった。貧しい地元の子どもたちのために無料の日曜学校を開き、
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学用品や軽食を施し、仏教や英語を教えていた。古着の配布、医療費の援助な

ども行っていたが（中外日報 2008/4/19）、2013 年 3 月に閉鎖された。後藤

は 2016 年 11 月 23 日に亡くなった。

　日蓮宗寺院では、ボードガヤーに 2003 年に完成した太生山一心寺がある。

岡山市に本院がある。やはり『諫暁八幡鈔』の日蓮の言葉、それを実行しよ

うとしたが叶わなかった日蓮の弟子の日持上人（1250-1296?）の遺志を継ぐ

として、中島妙江がボードガヤーにインド分院を建設した。2009 年 11 月に、

隣接する AMDA ピースクリニックとともに、開所式が行われた。パンフレッ

トによれば同寺院は、「インドの皆様が幸せであるようにという祈りを込めて

『南無妙法蓮華経』のお題目をあげて」いる。中島は現在日本におり、その弟

子である若い尼僧が常駐している。彼女によれば、一心寺は改宗を目的として

いない。法華経の教えを取り入れ、インドの人びとが幸せになることが目標な

のだという。ボードガヤーで仏教への改宗者は村八分になってしまうだろう。

それは「幸せ」とは反対である。

　ボードガヤーには他に、印度山日本寺、大乗教インド別院、仏心寺がある。

超宗派の公益財団法人国際仏教興隆協会が運営する印度山日本寺は、1973 年

に本堂が落慶した。1956 年に当時のインド首相ネールーがボードガヤーを国

際的な平和都市にすることを提唱し各国に呼びかけを行ったが、日本政府は要

請に応じられなかった。ボードガヤーに日本の寺院を創設することについて日

本仏教諸宗派・寺派、諸団体、さらに学界、財界、民間が賛同・協力して組織

を結成、68 年には文部大臣による財団法人設立認可に至った 27)。広い敷地に

立派な日本式の伽藍を構え、大きな鐘も設置されている。ウェブサイトに掲載

される活動内容では、第一に地元の貧しい子どもの教育が挙げられ、続いて無

料医療施設、学術研究事業、各国仏教寺との交流、巡礼者への情報提供や保護

がある。寺院内にある菩提樹学園は現在でも機能しているが、光明施療院は閉

鎖中である。活動内容に布教は挙げられていない。1987 年から勤務するイン

ド人スタッフは、改宗は行っていないと断言した。彼はまた、布施が減ってお

り資金繰りが困難になっていると嘆いていた。

　大乗教「宣教師」のインド派遣が開始されたのは 1977 年である。83 年に

釈迦堂、85 年に職業訓練学校（タイピング、ミシン教室）、88 年にブッディ
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ストハウス（宿泊所）、89 年に大仏の開眼式、98 年に近郊の村に学校を建設、

2000 年に別の村に無料の医療品配布所を開設、2001 年に教祖像が建立され

た。「80 フィート・ブッダ」と呼ばれる大仏はボードガヤーの一大観光地になっ

ており、訪れる人は非常に多い。パンフレットによると、ボードガヤーに別院

を建て活動している理由として、インドが仏教発祥の地であること、ボードガ

ヤーが仏教の四大聖地のなかでも最上であること、仏教の原点（インド）に戻り、

そこを起点として仏教と法華経の教えを広げ人々を救うこと、という 3 点が挙

げられている。インド人スタッフによれば、5 年前に職業訓練学校は閉鎖され

た。毎日曜日に実施されていた音楽の授業もなくなった。現在行われているの

は、土日に村でホメオパシーの薬を配布することだという。筆者が訪れたのは

2017 年 4 月であったが、オフシーズンで宿泊所も閉館中であった。筆者が話

をしたインド人スタッフは、インド人の仏教改宗は行っていないと説明した。

　仏心寺建設の発起人の一人は、元日本寺駐在僧である。帰国前に、お礼とし

てボードガヤーの村人約 3 百人に食事をふるまった。十数年後、日本にいた彼

のもとに、その食事会に参加した青年から突然電話があり、ボードガヤーの地

元民と日本人の交流の場となるような寺院を建ててほしいと要望されたという。

6 人の僧侶が彼に賛同し、1997 年 12 月 15 日に「お釈迦様の聖地に宿坊を作

る会」が発足した。寄進者総数 1,232 名によって寺院が建立され、2000 年 12

月 31 日に落慶法要が開催された。同寺院では、貧しい子供たちのために学校

をひらき、ヒンディー語、英語、数学を教えている（写真 7 参照）。制服、教科書、

文房具も支給する。また、巡礼者のために宿泊地を提供している。日本人僧が

滞在しているが、筆者が訪れたときには不在で、話をしたインド人スタッフに

よると、宿泊者はほぼ外国人である。なお、インド人の仏教改宗は目的として

いない。

　クシーナガルには、曹洞宗峰仙寺（宮城県）の千葉住職が 1999 年に釈迦山

白雲苑峰仙寺を建て、無料の施療院を開所したとの報道があった（文化時報

1999/3/20）。千葉住職は、診療前には仏前で合掌させていると話し、「イン

ドで少しずつ増えている仏教徒の心の拠り所」となることを願っていた。しか

し患者が殺到し、住職の個人資産では間に合わなくなった。同報道によれば県

知事に協力の約束をとりつけたとあるが、続報はなく、インターネット上でも
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写真 7　仏心寺内でひらかれている学校。夏休み中なので生徒が少ない。

全く情報をみつけることができない。また、1992 年に曹洞宗大宝寺の水野住

職が設立した NGO「インドマイトリの会」は、2002 年の時点でクシーナガル

に 23 の学校を建設した。書籍や文具の寄贈も行っていた（朝日新聞（阪神版）

2002/3/14）。2004 年 6 月の強風で学校の校舎が倒壊した際には、修復費用を

捻出できなかった。そこで、群馬県曹洞宗青年会が支援をしたという（仏教タ

イムス 2006/4/13）。比較的長く活動は続いたようであるが、2014 年以降、ウェ

ブサイトの更新はみられない。

　最近報道されたのは、FK サンガ教育機構によるインド北東部シッキム州の州

都ガントク郊外での学校建設である。同機構の代表は浄土真宗本願寺派浄運寺

（福岡県春日市）の白山大慧前住職で、親鸞の教えに基づく仏教系の学校とな

る。本願寺派の開教拠点のないインドに対して、隣国ネパールの首都カートマー

ンドゥには寺院が存在する。学校の建設されるヤンガン町は「カトマンズ本願

寺」所長の出身地で、人口の 70％が仏教徒である（仏教タイムス 2018/2/15）。

1975 年にひとつの州としてインドに編入されたシッキムは、原住民であるレ

プチャ人、17 世紀に入ってきたチベット人に加え、19 世紀にはネパール系諸
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民族が移住し多数派となった（応地 2012：345）。彼らは伝統的に仏教を信奉

しており、第 1 節で紹介したアンベードカルを信奉する新仏教徒とは異なる。

むすび

　本稿の目的は、日本の宗教団体がインドという条件下でどのような活動を

しているかを概観し、特に 21 世紀以降に確認される変化を描くことであった。

第 1 節で扱った新仏教徒と深くかかわる活動では、佐々井秀嶺、サンガラトナ・

マナケ、ボーディ・ダンマともに、日本の仏教宗派から支援も受けながら、活

動場所の状況にあわせて、個人的な判断に則って行動している。天台宗式の授

戒会やボーディによる禅の布教が、アンベードカルの仏教を受け入れている新

仏教徒たちにとってどれほど意味をもっているのか現段階では判断しかねるが、

妙海山龍宮寺は、日本の日蓮宗側と地元の認識とのズレが見られた例であろう。

しかし龍宮寺は同時に、観光地として多くの参拝者を獲得している。

　第 2 節では、信者に改宗を要求しない教団として、創価学会、霊友会、幸福

の科学などをまとめて扱ったが、富裕層・高学歴層に布教対象を絞っている創

価学会に対して、霊友会と幸福の科学は経典類のインドの諸言語訳を用意して

いる。インドでは教育・生活水準に大きな格差があり、宗教やカーストの違い

も手伝って、各コミュニティは非常に閉鎖的である。幸福の科学の例で明らか

であるように、一つの教団であっても、どの層に信者を獲得しているかによっ

て活動形態が全く異なってくる。

　第 3 節では、インドに「仏法を還し」、あるいは「恩返しをし」、人びとを救

い、平和を実現するという目標を掲げて活動している団体を扱った。布教といっ

ても信者数を増やすことを目的としていないのは興味深く、そうした団体が複

数存在するのは仏教発祥の地であるインドでの活動の特徴かもしれない。

　以上のようにインドで活動する日本の宗教団体を 3 つに分類して記述してき

たが、この分類には当てはまらない各団体の共通点と相違点もある。本稿で概

観した多くの団体が、教育や医療支援、災害時の救援活動などを行っているが、

その形態は 2 つに大別できる。霊友会や日蓮正宗妙観講は、社会貢献活動の背

景に布教の意図がみえる。幸福の科学は、創価学会の布教様式と同じ傾向をも

つ大都市での布教に加えて、日本人信者が建設した無償の学校を後になって教
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団が援助し、現在では学校を通した布教活動が行われている。ボーディ・ダン

マの禅塾や、最後に挙げた本願寺派の学校は、仏教徒に対する仏教教育を意図

して作られたものである。これらに対して、閉鎖されたものも含め、ボードガヤー

やサールナート、クシーナガルでの日本の仏教の活動は、インド民衆とのかか

わりとしては支援活動が中心で、信者獲得を全く目的としていない。天台宗の

サンガラトナは、「支援が布教の方便になってはならない」と主張している。た

だし、サンガラトナの活動拠点はナーグプルであり、天台宗あるいは PMS 側が

条件を出しているわけではないが、結果的に孤児院や学校に入るのは仏教徒が

ほとんどである。

　無料の教育・医療施設は未だに求められている状況もある。しかし全体的な

傾向として、仏教聖地に建てられた支援施設は、閉鎖あるいは回数を減らして

続けている。布教を目的とするならば支援活動の資金を教団側が提供するだろ

うが、支援対象が限定されていない無償の援助は続かなくなっている。「貧しい

後進国インド」で「先進国日本」の宗教者が支援をするという構図は変わって

きているといえるだろう。
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とする。
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そ多かったが、実際の宗教活動は皆無。寺院はもちろんなく、僧侶はゼロ、一巻の経典

すらなかった」（神戸新聞 1987/11/29）といった説明は佐々井に関連する新聞報道や

著作で繰り返されている。

6)�  改宗は 10 月の記念大会にディークシャーブーミのみで行われるわけではなく、僧侶

であれば時・場所に制約なく改宗式を行う資格をもつ。例えば佐々井は現在、自身の拠

点であるインドーラー寺院で毎日曜日に改宗式を開催している。こうした改宗式では、

すべての参加者が別の宗教から仏教に改宗するわけではない。アンベードカルとともに

改宗した者の子孫、すなわちすでに仏教徒である者たちが、進学や就職の際に必要な改

宗の証明書を獲得するために参加する場合もある。

7) � 佐々井が理想とする「仏教」のあり方やマハーボーディ寺院の管理権返還運動につい

ては、志賀浄邦が詳しくまとめている（志賀 2010：36-41）。佐々井の日本の「宗派仏教」

批判は、『ブッダとそのダンマ』日本語訳の巻末に収録された佐々井による寄稿文にも

うかがえる（佐々井 2004）。

8)�  佐々井のもとで得度したナーガボーディが、当時宮本光研が住職であった長泉寺で 3

年間修行したとの報道があったが（山陽新聞（岡山）1998/7/28）、続報は見当たらない。

9) � インドで当初修行をした日本山妙法寺とも、佐々井はのちに決別した。1969 年、佐々

井がナーグプルに最初に建てた寺は、「印度山妙法寺」を意図して「バーラティー・サッ

ドダルマ・ヴィハール」と名づけられた。同寺院には現在、数年前から住んでいる尼

僧がおり、彼女が朝晩の儀礼を行っている。寺院内には、佐々井がマハーボーディ寺

院奪回運動の際に日本から取り寄せたという小さな仏像が安置されており、佐々井の

写真も飾られている。しかし、寺院の中心にある大きな仏像はタイから贈られたもの

であり、日本山妙法寺の象徴ともいえる太鼓は一つもない。寺院の前の家の住人が「南

無妙法蓮華経」と言ったので筆者が驚くと、「バンテー・ジー（仏僧の敬称。ここでは佐々

井を指す）が私たちに教えたのはこれでしょう。いつからか太鼓はなくなってしまっ

たけれど」と答えた。

10�)  任用、初級、中級の 3 段階の試験がある。実施規模について「中外日報」は、2014

年に 103 都市 150 会場で実施された任用および初級試験で 1 万 9 千人の会員が受験

し（中外日報 2014/10/3）、2016 年 7 月の中級試験では 74 都市で 5,666 人が受験し

たと伝えた（中外日報 2016/9/21）。

11�) 『グラフ SGI』2013 年 3 月号は、BSG 会員の半数が青年であるとし、2012 年 3 月に

BSG 青年部が全国 273 会場で支部総会を開催したことを伝えた（22-23 頁）。『グラフ

SGI』2014 年 3 月号には以下のようにある。「インド創価学会の中で、名門・国立デリー

大学で学ぶ学生部員は今、2 千人。インド工科大学、ネルー大学、タゴール国際大学

など、全土で 5,500 人もの学生部の英才が学問に励み、将来のインドの力になる」（5 頁）。

「インド学生部の躍進が目覚ましい。インド創価学会の約 1 割が学生部員。入会間もな
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いメンバーが多く、紹介者が同世代であることも特徴だ」（6 頁）。『グラフ SGI』2016

年 3 月号は、「BSG は、この 1 年で世界広布新時代の象徴となった。全メンバーの半数

は青年部」（3 頁）とする。2017 年 8 月 11 日付の「中外日報」は、7 月 23 日に開催

された「九州インド青年先駆総会」にインド青年部会員 2 百人を含む 3 千人の若者が

出席したことに言及し、BSG が 2017 年に 1 ヶ月で青年部世代の友人 10 人の座談会

参加や青年 3 人の入会を実現する取り組みを実施したことを伝えた。

12�)  https://happy-science.jp/info/2011/27/

13�) 幸福の科学が参加したブックフェアの場所と時期は以下の通り。ニューデリー（2012

年 2 月、2014 年 2、8 月、2015 年 2、8 月、2016 年 8 月）、コルカタ（2012 年 1 月、

2014 年 1 月、2015 年 1 月）、ムンバイ（2013 年 11 月）、チェンナイ（2014 年 1 月、

2015 年 1 月、2016 年 6 月）、プネー（マハーラーシュトラ州）（2014 年 11 月）、バ

ンガロール（2014 年 11、12 月）、アフマダーバード（グジャラート州）（2015 年 5 月、

2016 年 5 月）。

14��) ウェブサイトの「海外ニュース」には、2014 年 4 月 8 ～ 11 日に「未来館」で行われた「海

外リトリート研修」の報告がある。10 ヶ国から会員 50 人が参加した。4 つの精舎（正

心館、未来館、日光精舎、那須精舎）の巡礼も行われた（https://happy-science.jp/

info/2014/10602/）。こうした海外会員を対象とした研修がどれくらいの頻度で、ま

た現在でも行われているのかに関しては情報を得られなかった。

15) https://happy-science.jp/info/2017/25380/

16) https://happy-science.jp/info/2012/1180/

17) https://rk-world.org/news_archive_byyear.aspx?TypeID=3

18) http://myokan-ko.net/especially/nepal.index.html

19�) 日本山妙法寺デリー道場では、手書きされたこの藤井の言葉が額に入れて飾られてい

る。日付は昭和 43 年 8 月 6 日とあった。

20�) 例えばムコパディヤーヤは、藤井がインド人信者をほとんど獲得できなかったことを

理由として、「日達はインドで仏教を復興することに成功したとは言いがたい」と評し

ている（ムコパディヤーヤ 2010：403）。

21�)  藤井が西天開教をはじめるまでのいきさつについては、（外川 2015）に詳しい。

22�) 山折によれば、初代インド首相ネールー、前大統領 S・ラーダークリシュナン、ブーダー

ン（土地寄進）運動のヴィノーバーなど、独立後の会議派政権の指導者たちと藤井が

知り合ったのはガーンディーの宿舎においてである（山折 1973：9-10）。

23�)  アンベードカルや新仏教徒に対する藤井の見解は、（藤井 1972：248-251）を参照

のこと。

24�)  ムコパディヤーヤによれば、「日本山では『藤井日達こそ、日本山である』と言われ

ているように、日達の言葉だけを残して、それにひたすら純粋に帰依し、実践的行為
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に移ることが推奨されている。日本山の僧侶や信者が自分の信仰や活動について執筆

したり、刊行したりすることは傲慢な行為として教団内で否定的にとらえられる傾向

がある」（ムコパディヤーヤ 2010：371）。

25�)  次は、林明が記録した石谷上人のインタビューからの抜粋である。「現代インドで、

仏教の教えを表面的に復興したり、仏教教団を作ったりすることは目的ではありませ

ん」（林 2008：5）。「今日のインドでは、仏教への改宗は、真に仏の道に帰依してで

はなく、多くは政治絡みであり、ヒンドゥー教との争いから生まれています。私は、

そのような人たちとは関わらないようにしています」（前掲書：8）。

26�) ラダックの仏舎利塔建設に尽力し、現在まで同仏舎利塔を管理している中村行明は、

1977 年に日本山で出家得度した。1996 年にはニューデリーに世界仏教徒センター

（World Buddhist Centre）を開設した。中村は現在、日本山とはかかわりをもってい

ない（仏教タイムス 2004/9/30）。

27�) https://www.ibba.jp/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E5%B1%B1%E6%97%A

5%E6%9C%AC%E5%AF%BA/about-nihonji


